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情　報　科　学　研　究　科

［研究科の歴史】1991年10月に奈良先端科学技術

大学院大学が設置され、1993年には、情報科学研究

科が学生の教育を開始した。この研究科の目的は、

学則に「情報科学の高度な基礎研究を推進するとと

もに、情報処理、通信、情報システム等の研究開発

に携わる人材を組織的に養成する。」とある。学部を

もたない大学院だけの組織へ飛び込んできた最初の

勇敢な学生は128名、この時点での教員は14名で

あった。関学10周年を迎えた2001年現在の在学生

数は、博士前期後期課程の学生を合わせて総数約

350名、教員は約80名の規模に成長している。大学

院の出力は，立派な学生であり，立派な研究成果で

ある。教官、学生が一体となって推進する教育研究

の成果は、わが国の情報科学の分野にゆるぎのない

存在感を示すに至っている。

［教育の成果】1993年4月には、情報科学研究科博

士前期課程学生128名が入学した。1995年3月

には、この修了生を送り出し、同年4月には44名の

1期生による後期課程も始まった。2001年3月現在

の学位取得者数は、博士前期課程学生7期生までの

累計で修士903名、博士後期課程学生4期生までの

累計で博士111名に達している。2002年3月には、

修士学生は1000名を越える予定であり、技術革新

の激しい情報技術の世界に、貴重な人材を組織的に

送り出す成果をあげている。

また、このうちで2001年3月までの短期修了者

は70（修士）、46（博士）にのぼっており、短期修

了を積極的に認めていくという初期の目標もよく達

成している。

［入学試験】個性を重視した入試制度の確立が大き

い目標であった。社会人や分野の異なる学生を積極

的に受け入れるために、面接だけの入学試験を行っ

ている。学部をもたないので、全国各地で説明会を

開催し、全国から応募がある。平均の倍率は、2．9倍

から48倍の間で変動している。

【教育上の多彩な試み］1年を4学期制とし、1学期

は2ケ月強で終わる。この間、一つの科目には、週

に2回授業がある。短期集中型の授業である。情報

出身でない学生のために、大学院としては異例であ

るが、概論の授業がある。専門科目は、広く多彩に

準備されており、学生が興味に応じて選ぶことがで

きる。

さらに、学生が授業を評価するシステムがある。

これは教官が授業を向上させるために行っているが、

一番高く評価された科目の担当教官は「ベスト

ティーチング賞」を授賞する。

学生には、最優秀学生寮がある。国際会議への研

究成果発表を行う学生数は毎年50名を超えている。

留学生数は25名前後で、増加の傾向をたどっている。

［教官構成］オープンで活気に満ちた多彩な教官陣

を標模している。教授の平均年齢は50歳、助教授

35歳、助手31歳と、若さを維持している。とくに

助手については、効率のよい運用をはかっており、

実質的に任期3年を実現している。

［講座編成］17の基幹講座と三つの客員講座によ

り情報科学の幅広い分野をカバーする講座編成は、

発足当時からあまり変化していない。2002年度に、

はじめて新しい体制が発足する。

［産官学連携の推進］連携講座などによる産官学共

同の教育研究を目標としてきた。学内処置による連

携講座制度により、共同の教育研究を具体的に実現

している。学生は、会社の研究所や国立研究所など

に設置された連携講座で研究指導を受けることがで

きる。

また、プロジェクト実習という科目では、学生が

外部組織で実習を受けることができるので、このあ

たりはインターンシップ制度を先取りしている。

外部からの研究資金については、科学研究費補助

金はもちろんのこと、共同研究、受託研究による導

入が活発に行われている。

［外部からの評価］研究科のアドバイザー委員会で

は、外部の委員に研究科の動向と課題を報告し、評

価を受けている。大学院の専攻単位に教育研究の拠

点を選んで育成する文部省の教育研究拠点形成経費

（いわゆるミニCOE）に2000年、2001年と二つの

専攻が選ばれた。これは、本研究科の高い評価の一

端を示している。最近始まっている情報処理学会の

フェローには3教授が、電子情報通信学会のフェ

ローには5教授がそれぞれこれまでに推挙されてお

り、今後も増加していくと考えられる。

［新しい分野への挑戦］研究科では、新しく重要な

分野へ積極的に取り組むことを常に心がけており、

大学創設時には、電子図書館の建設に協力してきた。

最近では、バイオインフォーマテイクス研究の重要

性を認識して、連携講座「バイオ情報学」を設置し、

全学的には、「フィジオーム科学研究科」構想を推進

してきた。2002年度からは、情報科学研究科に「情

報生命科学専攻」が設置されることになっている。

（文責　植村俊亮）
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情　報　基　礎　学　講　座

【成り立ち］

本講座は，平成5年4月情報科学研究科前期課程学

生受入れ開始と同時に，嵩忠雄教授と高田豊雄助教授

のスタッフで開設された。平成6年4月には栂勇一

と渡辺創が助手として着任した。平成9年度末に嵩

が退官し，高田が岩手県立大学教授として転出した。

その後1年半の期間は，大阪大学の藤原融教授が併任

教授として渡辺助手と共に講座を運営した。平成11

年10月，研究科内教官配置の見直しにより，計算機

言語学講座から関浩之教授，稗助教授，高田書朗助手，

服部哲助手が揃って本講座に移動し現在の体制と

なった。服部は平成12年5月北陸先端大に異動した。

講座開設当初は配属学生数も少なかったが，インター

ネットの普及に伴い，情報セキュリティ等の研究テー

マが身近に感じられるようになったためか，平成8年

度頃から配属学生数が研究科の平均を上回るように

なった。平成13年9月現在で，前期課程は修了者36

名，在籍者5名，後期課程は修了（学位取得）者5名，在

籍者9名である。前期課程と後期課程を合わせ，過去

現在の在籍者総数（重複を除く）48名のうち，留学生

2名，学外機関からの派遣学生4名，社会人経験者3

名，米国大学卒1名と多彩である。

［教育研究活動］

本講座では当初から現在まで一貫して，一誤り制御方

式と情報セキュリティに関する研究を行なっている。

誤り訂正符号に代表されるような情報理論・符号

理論は，情報通信や情報記録の効率および信頼向上

のために不可欠な技術である。本講座では主として，

誤り訂正符号の設計および解析，誤り訂正アルゴリ

ズムの開発などに取り組んできた。本分野において

指導的役割を果たしてきた嵩は，符号理論への責献

によって1999年IEEEClaudeE．Shannon賞を受

賞した。また，嵩は講座における教育研究以外にも，

情報科学研究科長（平成4，5年度），附属図書館長（平

成6～9年度）を歴任し，日本初の本格的な電子図書

館の設立に尽くすなど，本学および本研究科の発展

に大きく貢献した。

暗号や情報セキュリティに関する研究も，情報理

論とは異なる観点から情報処理の信頼性向上を目指

すものであり，とくに近年，インターネットの発展

とともにその重要性が再認識されつつある．本講座

では，暗号プロトコルの検証法や公開鍵暗号の安全

性に関する基礎的研究課題から，匿名電子投票シス

テムの試作のような応用的課題まで幅広く取り組ん

でいる。また，ソフトウェアセキュリティに関する研

究として，Java言語などで提供されているスタック

検査と呼ぶアクセス制御を含むプログラムに対する

セキュリティ検証法，束構造でモデル化されたセキュ

リティクラスに基づくプログラムの情報フロー解析

法を開発している。

ソフトウェア開発法に関する研究として，設計者

にとっての理解しやすさと実行可能性・自動検証可

能性を両立させる，対話システムの仕様記述法の開

発，システム全体の仕様と各成分が満たすべき制約

から各成分の仕様を導出する，並列システム自動生

成法の開発を行っている。また，利用者にとっての

使いやすさを目的として，対話的に文書の分類や順

位付け規則の変更を行う情報検索方式の研究を行っ

ている。

紙面の都合で詳細は省略するが，現在までに多くの

企業から奨学寄付金を頂き，また以下の諸研究機関と

共同研究を実施してきた：大阪大学，広島市立大学，

カリフォルニア大学，ハワイ大学，産業技術総合研究

所（元電子技術総合研究所），ダイキン工業，日本電

気，メテオーラ・システム。

授業では，通信路符号化の理論，情報セキュリティ，

計算複雑さの理論，代数的仕様記述と項書換え系につ

いて，その時々のトピックスも反映し，しかし学生に

基礎的な考え方が身につくように心掛けてきた。そ

の結果，棉は平成11年度情報科学研究科ベスト

ティーチング賞を受賞した（選考は学生による授業評

価に基づく）。

［在籍教官一覧］

嵩　忠雄（平成4年4月～平成10年3月，教授，

現職：広島市立大学教授，本学名誉教授）

藤原　融（平成10年4月～平成11年9月，教授

（併任））

関　浩之（平成11年10月～，教授）

高田豊雄（平成5年4月～平成10年3月，助教授，

現職：岩手県立大学教授）

栂　勇一（平成6年4月～平成10年3月，助手，

平成11年10月～，助教授）

渡辺　創（平成6年4月～平成11年9月，助手，

現職：産業技術総合研究所研究員）

高田喜朗（平成11年10月～，助手）

服部　哲（平成11年4月～平成12年4月，助手，

現職：北陸先端科学技術大学院大学助手）

（文責　関　浩之）
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情　報　論　理　学　講　座

【講座の研究分野】

本講座の専門分野は、（Dコンピュータの論理設計

とテスト／設計自動化、②コンピュータの高信頼化

／耐故障設計、③ハードウェア／ソフトウェア協調

設計、④計算機ネットワーク向けアルゴリズム（分

散アルゴリズム）、⑤並列計算機向けアルゴリズム

（並列アルゴリズム）、等と多岐にわたります。その

中で特に、21世紀に到来するシステムオンチップ

（SoC）時代の設計危機・テスト危機を解決するため

に、VLSIの設計とテストに関する新しい基礎技

術や応用技術の研究を重点的に行っています。この

VLSIの設計とテストに関する研究については欧

米のみならず我が国の半導体産業界からの期待も大

きく、私共の研究室も受託研究や共同研究などを通

じて産業界と積極的な交流を行ってきました。

半導体理工学研究センター（STARC）との共同研

究は平成9年度から平成12年度までの4年間「テス

ト容易性を考慮した大規模・高性能VLSI高位合成

およびテスト合成の研究」というテーマで、将来の

大規模高集積化されたVLSIのテスト容易化設計を

想定して、上位から下位の各設計レベルでのテスト

容易性を考慮した統一的な設計方式及びテスト方式

を確立すべく研究を行いました。

平成12年度から、NEDO（新エネルギー・産業技

術総合開発機構）からの委託研究テーマ「システム

オンチップ先端設計技術の研究開発」として、

STARCではVCDS（VirtualCore basedDesign

System）の研究開発を行っています。私共の研究室

は、その研究テーマの一部である「Ⅴコアベーステ

スト容易化設計技術の研究開発」テーマを受託し、

研究を行っています。本受託研究では、平成12年度

に完了しましたSTARCとの共同研究内容をさらに

発展させて、Ⅴコア内のテスト容易化設計技術の研

究として、RTレベルでの非スキャンベースのディ

レイテスト容易化設計技術及び非スキャンベース

BISTのテスト容易化設計技術の研究を行っていま

す。また高品質なテストを行うためのSoCテスト

アーキテクチャ生成技術の研究として、Ⅴコアに対

して実動作速度で任意のテストパターンを連続して

印加でき、その応答を連続して観測できるためのテ

ストアーキテクチャ生成、テスト容易化設計の研究

を行っています。

今後の研究において提案するSoCのテスト容易化

設計法、テストアーキテクチャ生成技術により、高

品質で高速のテストを可能とすることができ、次世

代のSoCのテスト技術及びテスト容易化設計技術の

発展に少しでも真献できれば幸いと考えています。

【講座教官の沿革】

藤原秀雄：教授（平成5年4月～現在）

増澤利光：助教授（平成6年4月～平成12年9月）、

現在大阪大学教授

井上智生：助手（平成5年4月～平成11年4月）、

現在広島市立大学助教授

井上美智子：助手（平成7年4月～平成13年2月）、

助教授（平成13年3月～現在）

大竹哲史：助手（平成11年7月～現在）

【博士（工学）学位取得者の進路】

藤原暁宏（平成9年修了、現在九州工業大学助教

授）、林邦彦（平成11年、松下電器産業）、大竹哲史

（平成11年、奈良先端大助手）、石水隆（平成12年、

近畿大学助手）、高崎智也（平成12年、シャープ）、

守屋宜（平成12年、NTTCS研究所）、和田弘樹（平

成13年、日立製作所中央研究所）

【外国人客且教授・客且研究者】

平成9年度には日本学術振興会外国人招聴研究者

としてウィスコンシン大学のK．K．Saluja教授

（IEEEFe1low）を、平成10年度にはインド科学アカ

デミーと日本学術振興会共同の招脾研究者として、

インドからD．KDas助教授を、平成11年度には北

京大学からXLi助教授（現在、中国科学院教授）、ブ

ルガリアからE．Gizdarski＆教授を日本学術振興会

外国人特別研究員として、平成12年度にはカリフォ

ルニア大学サンディエゴ校のAOrailoglu教授を本

講座に招碑しました。平成13年度は、中国湖南大学

のH．Wu助教授、スエーデンからE．Larsson博士

を日本学術振興会外国人特別研究員として招聴して

います。今後も外国から研究者の受け入れ等国際交

流を積極的に行って行きたいと考えています。

【研究業績】

平成5年から平成13年の間に、学術論文66件、国

際会議57件、著書4件、解説記事6件、国内研究会

77件等の研究発表。

【学会および社会における活動】

藤原秀雄：電子情報通信学会VLSI設計技術研究

専門委員会委員長及びフォールトトレラントシス

テム研究専門委員会委員長、電子情報通信学会編

集顧問、同学会英文論文誌編集顧問、IEEE

Trans．onComputers，IEEEDesignandTestof

Computers，JETTA，JCSC等の編集委員、IEEE主

催の数多くの国際会議においてプログラム委員長や

実行委員長等を歴任。

【授賞・表彰】

藤原秀雄：LEEE掩1low（1989），IEEEComputer

SocietyCertificateofAppreciationAward（1991，

2000，2001），IEEECSMeritoriousServiceAward

（1998）JEEECSOutstan血g〔bntTfbu出bnAward

（2001），IEEE CS Golden Core MemberAward

（1999），大川出版賞（1996），電子情報通信学会フェ

ロー（2001）。

Md．Altaf－Ul－Amjn：TeruhikoYamadaAward

（2001IEEEAsianTestSymposium）

（文責　藤原秀雄）

－51－



計　算　機　言　語　学　講　座

情報科学研究科内で、計算機言語講座ほど活動内

容をダイナミックに変えてきた講座はない。平成

5年情報科学研究科が学生受け入れを開始した段階

では、現九州大学教授荒木啓二郎先生が初代教授と

して着任され、計算機言語学講座としての活動を開

始した。当時は、先進的なプログラミング言語から、

分散処理システム、さらに、分散処理システムの基

盤となるネットワーク環境での処理系などを考えた

教育研究活動を積極的に展開した。特に、分散処理

システムに向いたプログラミング言語、その処理系、

オペレーティングシステム、ネットワーク機構と、

近未来の言語処理系を構成するコンポーネントにつ

いて幅広い研究活動を展開していたことは特筆すべ

きことであった。

平成8年に荒木先生が九州大学に転出されると、

二代目担当教授として、現本学情報科学研究科情報

基礎学講座教授である関浩之先生が着任された。こ

のときには、計算機言語学講座が行う研究内容は

180度方向変換され、情報理論、情報セキュリティ

嶺域での主に理論的なアプローチによる研究が開始

された。同時に荒木教授時代の学生は、研究テーマ

からみて関連性の高い講座に移籍し活動を続けるこ

とになった。この意味で、計算機言語学講座はこの

ときに完全に看板を変えるような運用が行われた。

関教授が本学情報科学研究科情報理基礎学講座教授

として移動されると、平成11年からは大阪大学の藤

原融教授を併任教授として迎え、引き続き情報セ

キュリティ、情報論領域での研究を継続した。この

時代、棉助教授が研究室運営に奮闘されたことが懐

かしい。しかしながら、大学運営上から考えると、

「計算機言語学」という名前がつけられた講座に適し

た教官候補がなかなか見つからなかったことも事実

である。1990年代後半から、計算機言語嶺域での研

究は、分散処理システムに関する研究嶺域や、オブ

ジェクト指向モデルなどの計算モデル領域などに発

展、細分化が急激に進んだときであり、この当時、研

究科としてこの講座をどのように構成していくかと

いうことを悩んだ時期であったろうと思われる。ま

た、大阪大学と併任していただいた藤原先生も、大

阪大学での研究室運営と、本学における研究室運営

の二つの運営に責任を持っていただき、多大なご苦

労をおかけしたことだろうと思う。本研究科として

も、藤原先生の御尽力には本当に心から感謝しなけ

ればならない。

平成12年4月からは、四代目担当教授として山口

が計算機言語学講座に着任をした。計算機言語講座

という名前を持ちながら、研究領域は計算機言請分

野と全く関連の無いインターネット技術開発の研究

を行う講座として再スタートをした。現在は、日本

におけるインターネット技術開発の重要な研究拠点

として、新しいシステムやプロトコルの研究開発、

通信システムの性能評価、さらに、セキュリティ技

術や次世代オペレーティングシステムのための基礎

的な研究など、幅広い研究開発活動を展開している。

研究活動は、大学内に閉じることなく、国内の大学

研究機関と連携した研究活動を展開し、特に国内の

先進的なインターネット技術開発プロジェクトであ

るWIDEProjectの重要な一翼を担っている。また、

アジア太平洋地区の大学とのインターネット技術開

発プロジェクトAI3の拠点として、国際衛星地球局

を運用し、国際衛星インターネット基盤環境の開発

にも取り組んでいる。

このように3回も大きく様変わりした研究室だが、

着実な発展を実現してきている。

（文責　山口　英）

教授

助教授

助手
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荒木啓二郎

関　浩之

藤原　融

山口　英

平原正樹

棉　勇一

門林雄基

岡村耕二

城　和貴

高田喜朗

田中猛彦

服部　哲

飯田勝吉

奥田　剛

（H5．4～8．3）

（8．4～8．9常勤併任）

（8．10～11．9）

（11．10～12．3常勤併任）

（12．4～現在）

（6．4～11．3）

（10．4～11．9）

（12．7～現在）

（5．4～8．3）

（8．7～9．3）

（9．4～11．9）

（10．4～11．3）

（11．4～11．9）

（12．10～現在）

（13．1～現在）



自　然　音　請　処　理　学　講　座

1．はじめに

93年の講座開設時には、大量の音詩データの利用

が可能になりつつあり、これまでのような閉じた領

域や言語現象だけでなく、現実的な音詩を対象にし

た言語研究が重要と認識され始めた時期だった。研

究の方向として、限定された言語現象だけを対象に

せず、どのような言語表現にも対応可能な言語シス

テムを目指し、頑健な言誇処理を主たる研究テーマ

と考えた。そのために、学習に基づく言語処理方式、

言語データからの言語知識の自動獲得、少数の原理

に基づく文法形式の設計と開発を中心的なテーマと

した。この方向性は、現在も大きく変わっていない。

また、一方で、書き言葉から話し言葉、表層的な言

語処理からコミュニケーションまでの言語研究と幅

広い対象を設定して、研究を行った。文系学部出身

者や企業経験者など多彩な背景を持つ人材を博士後

期課程に毎年平均約4名迎えるなど、活発な研究活

動を行うことができた。

2．学習に基づく言語処理

講座開設当時すでに開発していた日本語形態素解

析システムは、人手によって記述された規則に基づ

いていた。このようなシステムでは、人手による

チューニングの負担が大きく、将来の拡張性に乏し

い。解析済みのデータから自動獲得を行うシステム

を構築するため、学習の方式だけでなく、学習デー

タの構築環境を含めた幅広い研究を行った、この成

果の一つとして開発し、一般公開した日本韓形態素

解析システム「茶茎」は、国内外の多くの研究者や

音詩処理技術者のみならず、情報検索などの実用的

応用、さらに、日本帝研究者や音詩教育者にも使わ

れるにいたっている。　その他、日本静の係り受け

解析にもいくつかの学習方式を試み、人手作成のシ

ステムに匹敵する精度の高いシステムを開発した。

最近公開したシステムは、学習に基づく日本語係り

受けでは最も高い性能を示している。初期の段階に

おいて、一連の自然言語処理ツールに対して

ASTEMソフトウェア科学賞をいただいた。また、茶

茎の開発の経緯を記述した解説記事に対して情報処

理学会よりBest Author賞を、日本語形態素解析

システムに関する研究発表について同学会より山下

記念研究賞をいただいた。

3．言語如拙の自動獲得

言語処理には様々の情報が必要であり、それらを

人手により記述するには膨大な作業が必要である上、

記述された膨大な情報を管理することも容易ではな

い。言綺処理に必要な知識の表現法を考えるのは人

間が行う必要があるが、言語知識の具体的な中身に

ついては、言語データを解析することによって行う

ぺきだと考え、語彙知識の自動獲得に関する研究を

行った。語彙知識として、動詞の格構造やより深い

意味構造の自動獲得に関する研究や、名詞の意味的

な類似度の自動獲得に関する研究を行った。また、

機械翻訳について、日英対訳データから、翻訳のた

めの規則を自動的に獲得する研究を行い、文対応が

つけられた対訳データから、精度の高い翻訳規則抽

出が可能であることを示した。この研究成果に対し

て、情報処理学会から論文賞をいただいた。

4．少数の原理に基づく文法と頑健な言語処理

統計的な解析だけでは、必ずしも正しい言語解析

結果は得られないし、文をどのように解釈すべきか

もわからない。一方、文法規則のみに基づくシステ

ムでは、解析の曖昧性によって多くの解析結果が得

られてしまい、どの解釈が最も自然な文解釈かを決

めることができない。また、規則に基づく解析では、

規則によって記述された制約に少しでも違反する構

造は排除され、柔軟な文理解が困難になる。規則に

基づく言語処理と統計に基づく言帯処理のそれぞれ

の利点を活かし、曖昧性を排除しつつ、少々の制約

違反にも破綻しない頑健な言語解析システムを実現

する方法を研究した。この研究については、日本語

の一部の現象についての考察や、制約に基づく文法

の拡張、および、統計的言辞処理との融合に関して

基礎的な研究を行った段階であるが、今後有望な考

え方として、地道に研究を行ってゆきたいと考えて

いる。

本年度は、助教授以下のスタッフを一新した。新

スタッフおよび多彩な背景と多様な興味を持つ学生

諸君と共に更に視野の広い研究を目指していきたい。

研究室のホームページ

http：／／cl．扇st－naraaCjp

（文責　松本裕治）
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知　識　工　学　講　座

本講座では、当初、データベース理論、形式言語

理論の基本的な問題に関して、それを解く効率的な

アルゴリズムを開発すること、及び、難しさを解明

することを目標としてきた。その後、スタッフの異

動等に伴い、人間に学ぶ情報処理のための理論に関

する研究も行うようになり、現在に至っている。そ

の間、工学的応用を目指しつつ、理論的アプローチ

で新しい知見を得るという研究スタンスを取ってき

た。以下に、これまでの主な研究成果を挙げる。

オブジェクト指向データベース（00DB）における質

問言語では、クラスの継承、メソッドの動的結合等

に起因して、質問を評価するときに型エラーが起こ

る可能性がある。型エラーの発生により、データ

ベースの復帰、質問の再実行をする必要があり、

データベースの性能の低下を招く。従って、質問を

評価する前に、あらかじめ型エラーが起こらないこ

とを保証できることが望ましい。更新スキーマと呼

ばれるモデルを対象として、型エラーが起こらない

ことを保証する判定問題の計算量を考察してきた。

00DBでは、経路式の柔軟な記述により高度な検

索要求が簡潔に表現できることがある。ある種の型

制約が与えられたとき、経路式に沿って到達するオ

ブジェクトの型が望ましいものかどうかを判定する

型整合性問題、及び、経路式に沿った航行により意

味のあるオブジェクトに到達可能かどうかを判定す

る航行可能性問題について、幾つかのモデルを対象

として、効率的なアルゴリズムを開発してきた。

00DBのセキュリティに関して、利用者に対して

許可された質問操作だけを用いて、その実行結果か

ら、間接的に不正な情報が利用者に推論されるかど

うかを判定する問題の計算量について考察してきた。

データマイニングとは、大規模なデータベースか

ら有用な情報を発見する操作である。データマイニ

ングにおいて最も基本的な概念である相関規則、頻

出集合に関して、それを求める問題のNP完全性、及

び、効率的に求められる十分条件を考察してきた。

エージェントとは自律的に行動する概念上の存在

である。マルチエージェントシステムにおいては、

複数のエージェントが協調あるいは敵対してそれぞ

れの目的を遂げようとする。マルチエージェントシ

ステムにおいて、複数のタスクを複数の計算機に適

切に割当てる問題のNP完全性を示し、それを解く

効率的な近似アルゴリズムを開発してきた。

Q学習などの強化学習法や遺伝的アルゴリズムを

マルチエージェントシステムに適用し、各エージェ

ントが環境に適応して自分のとるべき行動を学習す

る仕組みについて考察してきた。

通信プロトコルやマルチメディアシステムなどの

分散協調システムの設計・開発では、複数の並行プ

ロセス間のデータ交換や同期などの基本的な通信機

能に加え、グループ通信や排他制御などのより高度

な機構や、さらには、プロセスのある動作系列を指

定した時間内に実行完了するためのスケジューリン

グ機構などを効率よく扱う必要がある。そこで、複

数並列プロセスおよびそれらの間の同期や割り込み、

ある動作系列に対する時間制約、モバイル環境での

移動端末間の動的なチャネル確立・開放などが指定

可能なモデルおよび言語を定義し、与えられたシス

テムの動作記述をC言語やJava言語のプログラムに

変換し実装するコンパイラの設計・開発を行ってき

た。また、本手法および開発したコンパイラを、テ

レビ会議システムなどの分散マルチメディアアプリ

ケーションや、ロケーションアウェアシステムなど

のモバイルアプリケーションの開発・実装に適用し

ている。

これまでは理論面からの研究が主で、もの作りは

やって来なかった。近年、本研究科に入学してくる

学生の噂好が情報科学の応用に向きつつあり、本講

座の希望者が少ないのが現状である。今後、これま

での研究テーマを発展させた上で学生の要望に合っ

た新しい研究テーマを取り入れること、また、理論

から応用まで手掛けられるスタッフを充実させるこ

とを図りたいと思っている。

これまでのスタッフは次の通りである。

教　授：伊藤実（1993年4月～現在）

助教授：関浩之（1994年4月～1996年9月）

1994年4月～1995年3月、大阪大学基礎

工学部助教授併任。現在、情報基礎学講座

教授。

助教授：石井信（1997年4月～2001年3月）

現在、論理生命学講座教授。

助教授：安本慶一（2001年10月～現在）

滋賀大学経済学部助教授併任。

助　手：石原靖哲（1994年4月～1999年8月）

現在、大阪大学大学院基礎工学研究科講師。

助　手：（故）中西隆一（1996年4月～2000年3月）

2000年4月和歌山大学システム工学部助教

授、同年8月逝去。

助　手：作村勇一（2000年4月～2001年4月）

現在、論理生命学講座助手。

助　手：柴田直樹（2001年4月～現在）

本講座の助手として在籍された中西隆一氏が35歳

の若さで天折されたのは、今後優れた研究業績が

期待されただけに、残念な出来事であった。

（文責　伊藤　実）
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知　能　情　報　処　理　学　講　座

知能情幸臣処理学講座の研究領域は人工知能A托ificiaユ

Intelligenceである。設立当初のスタッフ構成は、西

田豊明教授（H5－Hll．9、現東京大学教授）、助教授

空席で、武田英明助手（H5－6、H7－H12助教授、現

情報学研究所助教授）であった。研究の特色を、人

間社会に適用できるレベルの知識の共有／創造支援

システムの研究開発におき、知識コミュニティ、即

ち人間のコミュニティによる知識創造を支援するた

めの知的システム体系、という概念の具体化に置い

た。具体的には、

（1）コミュニティにおける知識創出支援というテーマ

で、CoMeMoコミュニティの提案と実現・ブレーク

スルー21基礎研究Pjを開始した。

（2）インターネットからの情報収集と組織化を目標

に、知的エージェントの具体化や各種応用（ⅠICA、

METIS）を開発した。

（3）工学的知識の体系化と応用、（4）知識をもつ実世

界環境、（5）学習／進化する人コニシステムなどと、研

究分野を広げていった。この間、行動型マルチエー

ジェント系実験設備を整え、人間の生活環境中に複

数のロボットを融け込ませ、人間の機能を拡張する

研究を行った。そして、知識メディア実験システム

を構築し、知識処理とメディア処理を融合した、新

たな情報表現である知識メディアの研究を進め、環

境モデルの生成とその可視化を具体化した。その後、

オントロジーの概念を加えた分身エージェントの高

度化やコミュニティ形成のための知的処理の具体化

と応用展開などを行った。その間に、三浦欽也助手

（H6）と沢田篤史助手（H7－8）の協力を得、そして、

上野敦志助手（H8一現在）と久米　出助手（H9．10一

現在）の参加を得、研究陣の強化も行った。

そして、西田教授転出を機に、企業での研究開発

と新規事業開発の経験のある木戸出正継教授

（H12．1－現在）に交替し、新たな知能情報処理学の

展開を図った。画像メディア理解を中心にした研究

分野に加え、音声対話処理などの知識処理に通じた

河野恭之助教授（H12．4一現在）を招請し、対象をマ

ルチメディア情報全般に広げた知能情報処理の研

究に取り組むことにした。実世界をベースにした

プラクティカルな人工知能の実現を目標にした。10

周年を迎える現時点での研究領域は、複数の人間と

機械が共存する環境における、知的な情報処理及び

通信処理の要素技術の深耕である。具体的には、ロ

ボットやコンピュータによる環境理解、人間と機械

の間の自然なインタフェース、人間の知的処理機構

の解明などを、人間機械相互の情報共有・知識共有

などの仕組みの提案を含めて、必要な要素技術の高

度化を目指している。

現在の研究分野とその推進プロジェクトには、

（a）ビジョンによる環境理解とヒューマンインタ

フェース画像情報を中心にした、三次元空間の環境

理解とヒューマンインタフェースの研究を行う。特

に、高解像度・高速度・拒離情報などの新しい画像

センシング機器設備を活用した、実世界で稼動する

ピジョン技術の実現を目指す。これらの要素技術は、

科学技術振興事業団JSTの戦略的基礎研究推進事業

CRESTプログラム「日常生活を拡張する着用指向

情報パートナー」で行う（情報科学研究科内6講座

の共同プロジェクト）。

（b）「ことば」を用いたインタフェース

人間の知的活動の源である「ことば」を使った知的

インタフェースの構築を目指す。具体的には、音声

対話インタフェース、雰囲気を表すことばによる映

像の検索、ことば一概念一行動の関連付けなど、人間

にとって自然なインタフェースに必要な要素技術を

研究し、幅広い応用をはかる。オフィスロボットや

ホームロボットヘの実装、古都であり本学を擁する

奈良県観光データベースの知的活用で行う。

（c）コミュニティにおける知識創出の支援

個人やコミュニティにおける知識創出支援の研究を、

インタフェースエージェントを用いたコミュニケー

ション支援システムの開発を継続する形で行っている。

（d）学習・進化する人工システム

行動によって環境認識を学習する認知行動ロボット、

認識学習のための強化学習手法、強化学習と遺伝的

学習の融合などに焦点をあてた基礎的な研究を進め

ている。

（e）人間機械共存系における進化する情報活動支援シ

ステム

人間とロボットが共存する環境において、人間の各

種情事酎吉動の支援を行う進化システムの実現を目指

す研究である。

などがあり、順次成果を可視化し社会に責献してい

きたい。　　　　　　　　　　（文責　木戸出正枢）

ジェスチャー認識実験
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像　情　報　処　理　学　講　座

本学の「像情報処理学」の特徴は、「不可視情報の

可視化」にある。画像計測・画像処理・画像伝送・画

像蓄積・画像提示に関すること全てを研究対象とし、

学生が「自らの心に適することを学ぷ画像メディア

塾」として創設した。本講座は、平成4年度の情報

科学研究科の創設と同時にスタートしたが、まだ現

在地に建物が完成していなかったため、大阪大学基

礎工学部D棟3階に「奈良先端科学技術大学院大学

大阪大学分室」として開設したことを、懐かしく思

い起こしている。塁陀羅ネットワークや卓陀羅シス

テムの整備計画を山口英助教授（現在、計算機言語

学講座教授）らと熱っぽく議論し、当時は近鉄奈良

駅ビル4Fにあった大学事務局に通ったことも遠い

昔となった感がある。

講座創設以来、幸い優秀なスタッフと学生に恵ま

れ、明治維新に不可欠な人材を輩出した適塾のよう

に、現在までに博士学位授与者16名、修士学位授与

者90名と、21世紀の画像メディア技術を創発する

可能性をもった多くの人材が育っている。この間、

医用三次元超音波画像や仮想現実感の研究に加えて、

情報考古学や情報手話工学という新しい研究分野の

設立にも頁献し，学術誌論文（67）や国際会議論文

（109）、学会賞（20）、マスコミ報道（TV：13、新

聞：59）など、多大な研究成果をあげるとともに、社

会に話題を提供してきた。

現在の研究目標は、画像メディアを中心とした没

入型仮想融合空間の構築・提示技術の開発であり、

・映像コンテンツ（ミクロの決死圏・超時空間観光・

だれでも黒澤・どこでもイチローなど）

・映像インタフェース（てのひらめにゆう・星物

語・名人芸めがね・あっと測量など）

の開発に必要な基盤研究を続けている。この多忙な

日々を共有するスタッフは、

・教　授：千原図宏（平成4年4月～現在）、

・助教授：佐藤宏介（平成6年4月～11年3月：

現在、大阪大学大学院基礎工学研究科助教授）、

・助教授：眞鍋佳嗣（平成11年4月～現在）、

・助　手：大域理（平成5年4月～6年6月：

現在、先端科学技術研究調査センター助教授）、

・助　手：眞渓歩（平成7年1月～平成10年3月：

現在、東京大学大学院先端領域研究科助教授）、

・助　手：陳謙（平成7年4月～9年3月：

現在、和歌山大学システム工学部助教授）、

・助　手：土居元紀（平成10年4月～13年3月：

現在、大阪電気通信大学工学部講師）、

・助　手：黒田知宏（平成10年4月～13年9月：

現在、京都大学医学部附属病院講師）、

・助　手：安室害弘

・助　手二金谷一朗

・助　手：井村誠孝

・秘　書：白川節子

・秘　書：米田尚子

・秘　書：宇井侶子

・秘　書：礫本季子

・秘　書：川本桂子

（平成13年4月～現在）

（平成13年4月～現在）

（平成13年10月～現在）

（平成4年10月～5年3月）

（平成5年4月～8年3月）

（平成8年4月～10年6月）

（平成10年6月～13年6月）

（平成13年7月～現在）

である。最後に、校費以外で獲得した現在までの主

な経費の研究課題（略題）を以下に列記し、ご協力

いただいた方々に感謝する。

＜文部省科学研究費補助金（試験研究B）＞

・心臓・冠血管微細構造の超音波三次元可視化

・三次元形状計測による文化財のデータ保存シス

テム

＜文部省科学研究費補助金（重点領域研究）＞

・生体機能と構造の維持回復強化のバイオメカニ

クス

・人文科学とコンピュータ（公募：分担）

・人工現実感（公募）

・知能ロボット（公募：分担）

＜民間等との共同研究＞

・原子炉設備の監視技術に関する研究

・多次元画像伝送に関する研究

・画像検索技術に関する研究

＜受託研究＞

・電子図書館システム構築／運用法の研究

・国際遠隔医療ネット

＜未来開拓学術研究推進事業（分担）＞

・理工領域10－2：辻プロジェクト（千原・黒田）

・複合領域4－2：堀プロジェクト（大域・千原）

・理工領域14－4：谷内田プロジェクト（眞鍋）

・複合領域9－5：小森プロジェクト（黒田）

（文責　千原園宏）

医療鶴臥力く軒慧力

人ゑ頓
遭叫恥　　醐変換
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苦　情　報　処　理　学　講　座

講座活動概要　書情報処理学講座では、マンマシン
インタフェースにおける音声の役割、ネットワーク
における音と音声の間愚、マルチメディアにおける
昔の効果などを考えながら、メディアとしての昔・
音声の認乱合成、再現、通信の研究を行ってきた。
特に、音声を中心としたマルチモーダル情報による
人と計算機のコミュニケーション、音のバーチャル

リアリティ、音声処理と音響処理の融合などに重点
を置いて研究を進めてきた。また、音声認識・合成
技術の実用化技術開発の努力も行ってきた。

年鹿ごとのトピックス
94年度：鹿野楕宏、中村軌　伊勢史郎が、他の講

座より1年遅れて4月に着任した。幸いやる気に満ち
た10名の学生が講座を希望し、研究活動を開始した。
支援財団、ATR、NTTなどの支援にも助けられた。

95年鹿：奈良での研究成果が研究会、全国大会な
どで発表できるようになった。10人の修士課程と
2人の社会人博士課程の学生が入学してきた。
96年度：4名の博士課程の学生が入学した。

チャンネルの膏場再現実験システムを導入した。
多
研

究室の成果が、論文として掲載された。
97年度：研究が本格化し、肝Aの「日本語ディク

テーション」、CRESTの聴覚脳のプロジェクトを開
始した。助手の陸金林が着任した。2名の博士（社会
人）が誕生した。苦情報処理の教科書を出版した。
98年度：学術論文、国際会議などの発表も増え、

匿ヨ

ト・・日■▼一－・■＝■■■H■l・■■n　　‾－■■白◆i■ii

研究活動が活発化した。修士からの学生3名が学位
を修得した。伊勢が昔場再現原理で音響学会の佐藤
論文賞を受賞した。伊勢が京都大学に助教授として
転出した。マルチモーダル実験設備を拡充した。

99年度：科研基盤（B）「ハンズフリー音声認識」、
ハーネス研究所との共同研究を開始した。中村が
ATRに室長として転出した。

2000年度：猿渡洋が助教授として、李晃伸が助手
として着任した。音源分離の研究を開始した。
NEDOの「高齢者音声認識」のプロジェクトを、高

山サイエンスのラボで行った。情処の連続音
声認識コンソーシアムを立ち上げた。CREST
の「音声表情」と「ウエアラブル」のプロジェ
クトが始まった。1PAの「擬人化エージェン
ト」のプロジ工クトも開始された。研究成果の
まとめも行い、20件の学術論文と25件の国際
会議の発表を行った。学生もスタッフもATR
の中村もよく働いた。
2001年鹿〈9月末現在〉：川波弘道が助手と

して着任した。IPAの成果の一つとしてCD－
ROM付の「音声認識システム」の教科書を出
版した。音源分離関連で、日産自動車、NTT－
CS基礎研との共同研究を開始した。博士の修
得者が10名になった。

書　報処理学講座の過去8年間のデータ
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ゝ暮べ■▲　▲、■■

国際会議　　6　3　412181125　28　107

－■　　　　‥　・，　○　‥　一

解説　　　　4　0　1　2　0　1　ユ　O tl

l■●　　　I　も　Il01】量l！llO M

ゝ全国大会　　6　純　絹　∽　お　出　2413　169

ホl！　：　モ．・・ド　√1（；－．：、、さこ　1、

bO†01●■け■■Il■山T●亡：tl■■r■‖■【一事〉

3　日♯曾■触職掌l㈹■■（Ⅷ＊〉　馴β　t子十■舶鵬l■文：：■く朋D　馴恩＞R年会　…（珊乱珊削サ〉

スタンフ　　　　艶痩
l洲　　　　1㈱　　　　　18触　　　　1閲丁　　　　ヽ臓1　　1棚　　　加）　　　2くm

鹿■ナ〉■宏

陳情　】捌■　　　　　　　　　　中一寸tJ m－3　C■＝め■　　腑
仙■・

■、■・廿

慧
幡アニー銀　　　山

雫健棒了■曹（1■＝ヒ）

1●や｝、仙ヽ

篇Jキ¶入旨P n　剃ヰ

0亡X）1（）零典†■

陳盆†寸　　　　　皿　　　　　　2u）1■　ハ8皮ちム■

l恥　　　　甑　　　　2皿　　　　　朗十

叫　　　　　Ml泊射■　　　　｝tn J」l≡自　　二鶉亡

三ノンータ了‾・‾　　　　　、二L／1■ニコ∴シー－

重なブロう，よクト　㈹（曹■r薗紺．糾－9引．触（▲）（曹の咄．85一帥）．1P▲（ゲィクチーき／】．：ン．9γ－99）．
E■CP（昔■Fデータベース・97－80）・C岨T（T責」■の醐汁．87－02）．醐■　α）（Z）（ハンズフリー．紬一01）．
m（高齢■曹声・00）・CEEgT（†声■】tナ★．00ル08）．C脚－（ウエアサーブル．…）、Im（搬入化．00」〕2〉，
柵巨（▲）（Z）（卓さ椚・00－02）．鴨コシソー・き′アム（酬I■．山一08）．榊月■（ソフトロボット．Ol－05）

（2001．9現在）（文責　鹿野消宏）

－57－



言　語　科　学　講　座

講　座　名）

言語科学

設置年月日）

平成5年4月1日

研究内容）

人間の会話をもとに音声言語を科学の視点から読み解く。特に、音声の持つ韻律的特徴を中心課題とする。

韻律情報処理の基礎的な技術について、現在の技術レベルとともに、基本的なアルゴリズムの概念の理解を

めざす。

音声と言語の関係、音声合成のための技術や、音声で発話された話し言葉を取り扱う種々の技術、音声翻

訳システム、音声言語インタフェース技術に関して研究を進めている。

提　携　先）

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

歴代スタッフ）

教　授　岸本　了造

教　授　水野　博之

教　授　NickCampbell

助教授　関　　浩之

助教授　白柳　　潔

助教授　高須　浮宏

助教授　柏岡　秀紀
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認　知　科　学　講　座

～人間の知的創造活動を支援するソフトウェアを目指して～

認知科学は、心理学、社会学、文化人類学などと

いった人文科学分野で研究されてきた人間の認知的

活動を、計算機技術を用いることにより、モデル化

を通して自然科学的に支援する、極めて学際領域的

な特色を有する学問分野である。本学における認知

科学客員講座では、人間の知的行為をモデル化し理

解することにより、それを「より効果的に」支援す

るためのソフトウェアの設計および構築を研究して

きた。1996年度より講座として毎年2名ないし3名

の学生が配属され、2000年度には2名の博士号取得

者を輩出するに至っている。この間、常勤の高田眞

吾助手（現慶應大学理工学部）、蔵川圭助手と共に、

ソフトウェア計画構成学講座との密接な協力の下に

研究を進めてきた（脚注1）。海外からの訪問者は延

べ40名を数え、日本における当分野における代表的

研究グループとしての地位を確立しつつある。

我々の研究室では、当初から研究成果の一部とし

てアプリケーションソフトウエアのプロトタイピン

グをおこなってきている（図参照）。しかし、システ

ムそのものの構築は我々の研究のゴールではない。

システムの有する機能が必要となる理論的根拠は何

であるか、その機能をユーザが使用するにあたって

いかなるインタラクションが必要か、システムの状

態をどのように表現すれば認知的に優れた効果を得

られるか－このような項目に関する汎用的枠組みを

構築し、それを広範な問題領域に応用し評価するこ

とによって、インタラクティプシステムデザインの

ための科学的根拠を知見として得ることが、現在ま

での、そして今後の認知科学客員講座における研究

のゴールである。理論・実践・評価、というサイク

ルを通して、人間の知的作業の様々な側面を支援す

るソフトウェアシステムヘの理解を進めている。

過去から現在に至るまでの認知科学客員講座にお

ける研究を振り返ると、

（1）Communicationと（2）Representation、という

二つの大きなテーマで研究を進めてきていると言え

る。第一のCommurucatlOnをテーマとする研究では、

㌫三三よ●

複数の人間が協調して作業をおこなう際に必要とな

るシステムのモデル化、デザイン、開発をゴールと

してきている。意思決定やグループによる設計と

いった複数の人間が知的作業に関わる様子を実際に

観察し、コミュニケーションを促すメカニズムや

コミュニケーション自体を内省するために必要とな

る機能やインタラクションの手法を研究している。

第二のRepresentationをテpマとする研究は、論

文執筆、実験データ分析、作曲といった日常的な知

的創造活動における思考集約型作業を支援するシス

テムについて、思考を促すような外在化の手法を研

究するものである。言己号表現に加えて動画や音声、

アニメーションといった多様なメディアが計算機上

で利用可能となったが、これらをいかに適切に組み

合わせて人間の思考の支援をおこなえばよいかを研

究している。

これら両者の研究テーマに共通しているのは、「デ

ザイン」、すなわち「ものごとはどうあるべきか」を

考える、人工物についての科学である。人間の知的

活動を広義のデザイン活動として捉えることにより、

両者の側面の重要性が浮かびあがってくる。

認知科学客員講座では、常時10名前後という少人

数講座の利点を生かし、論文のcriticalreadingや

インタラクティプなグループディスカッションを中

心とした研究プロセスを進めてきた。こうした我々

の研究のアプローチは認知科学分野の最先端を担う

ものであり、これまでに40本余りの国内外の学術雑

誌論文および国際会議論文を発表する機会に恵まれた

（脚注2）。我国の大学や企業において当領域の研究を

おこなっている機関や組織の数は未だ極めて少数であ

り、認知科学客員講座は日本を代表してこの分野の

発展を担う重要な役割を果たしてきているといえる。

脚注1：当講座による学位論文リストを、

http：／／ccc．aist－naraaC．jp／thesis－ja．htmlに掲げる

脚注2：当講座による論文リストは

http：／／cccBist－naraaCjp／papers／2001htrnlに掲載

（文責　中小路久美代）
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ソ　フ　ト　ウ　ェ

ソフトウエア基礎講座は、平成5年4月の講座創

設後、1年余りで教授の異動があり、初期の並列分散

アルゴリズムとユーザインタフェースを中心とした

分野から、視覚情報メディアを中心とした分野に教

育研究の重点が移って、現在に至っている。

すなわち、コンピュータやロボットが外界を「視

る」ための技術、ならびにコンピュータ内部の多様

な情報を人間に「魅せる」ための技術を中心に、コ

ンピュータピジョン、ヒューマンインタフェース、

人工知能の3分野とそれらの融合領域において教育

研究を行っている。図1に本講座の教育研究分野を

示す。

コンピュータビジョン

テレオ視覚　　距離　　　析

全方位視覚　動画像解析

実環境3蒜顎合成芸像検索
仮想現実感 知能・情報◆メディア
コンピュータグラフィック

ユーザインタフェース ゝ‥．
ヒューマンインタフェース

機械学習

可視化　知豆畿獲得

人工知能

国1：ソフトウェア基礎講座の教育研究分野

コンピュータビジョンに関しては、当初は、動的

な3次元世界の認識・理解を目的として、3次元シー

ン復元や移動物体追跡の基本アルゴリズム開発に重

点が置かれた。本講座におけるアプローチの特徴は、

コンピュータビジョンにおける基本的な問題を数学

的に最適化問題として定式化し、変分法等の枠組で

数値的に解くというものであった。

その後、助手の赴任等に伴い、全方位画像センサ

の開発と応用にも新たな展開を図り、全方位ビデオ

カメラを用いた新しいテレプレゼンス方式を提案し

た。また3次元パノラマ映像空間の構築法等を開発

するとともに、ビデオサーベイランスヘの応用を

図ってきた。

また、最近では、メディアとしてのビジョン研究

の立場から、後述のインタフェースグループと連携

して、複合現実の分野で、3次元実物体の仮想化技術

や広域屋外環境の3次元モデル化技術に関して成果

をあげつつある。

ヒューマンインタフェースに関しては、当初から、

コンピュータ内部の多様な情報を人間に分かり易く

ア　基　礎　講　座

提示し、高度なユーザインタフェースを実現するた

めに、仮想現実（バーチャルリアリティ）やコンピュー

タグラフィクス等について研究を行ってきた。特に、

没入型仮想現実環境での形状モデリングについて顕

著な成果をあげてきた。

最近では、ネットワークで結ばれた仮想空間にお

ける協調作業や、ピジョングループと連携した複合

現実の研究を重点的に行っている。この中で、次世

代情報処理の中核として期待されている拡張現実を

取り上げ、コンピュータピジョン技術を用いたビデ

オシースルー型拡張現実感システムを開発している。

また、この研究は、屋内外実環境での場所に依存し

た情報提供を可能とするウェアラブル拡張現実感シ

ステムの研究へとつながっている。

人工知能分野では、コンピュータに知的な振舞い

をさせるために、当初は、コンピュータ自身が与え

られた外部情報から知識を発見・学習する手法につ

いて研究を行い、例外を含む事例集合からの知識獲

得アルゴリズム等を開発した。

その後、ビジョングループ及びインタフェースグ

ループと連携して、画像の類似検索、情報の可視化

による視覚的データマイニング等の課題に取り組

んだ。

本講座における研究活動の特徴は、政府出資金に

よる提案公募型プロジェクト、科研費・特定領域研

究等に積極的に取り組むとともに、これらのプロ

ジ工クトに関連して外部機関との連携を図っている

ところにある。最近では、新しい産学連携の試みと

して連携ラボを立ち上げた。また、講座所属学生は、

積極的に外部発表を行うとともに、各種コンテスト

にも応募し、これまでに、11名の学生が学会等の外

部団体から各種の賞を受けている（受賞件数18）。

講座創設以来の教育研究スタッフの変遷は以下の

通りである。

教　授：萩原兼一（平成5年4月～平成6年6月）

（現在、大阪大学大学院基礎工学研究科教授）

横矢直和（平成6年9月～現在）

助教授：竹村治雄（平成6年4月～平成13年3月）

（現在、大阪大学サイ八●－けィアセンター教授）

助　手：片山善幸（平成6年4月～平成7年3月）

（現在、本学情報科学センター助手）

岩佐英彦（平成7年4月～平成12年3月）

（現在、（株）ネットシステムズ勤務）

山渾一誠（平成8年4月～現在）

（文責　横失直和）
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言　語　設　計　学　講　座

「言語設計学」は、創設当時、良く知られていな

かった新しい学問分野であった。そこで、講座の目

標を、暫定的に、次のように定めた。『新たな要求に

合わせた情報システムの設計と製作に当たって、

ハードウェアとソフトウェアの最適な機能分担を実

現する』。

設計においては、コンピュータを最大限に活用で

きるようにして、人の柔軟な発想と思考を支援する

環境を構築する。人とコンピュータのインタフェー

スとして、「言語」を中心とし、「言語による設計と

検証」およぴ「設計に適した言語環境の開発」の二

面を血体に考えた。とくに、システムに対する要求

やシステムの稼動環境が変わったときに、柔軟に対

応できる「可変なシステムの表現と構築方法」を

扱ってきた。

ハードウェアの側面からは、大規模・高機能のL別

の設計を目指して、VuIの形式的設計検証とタイミ

ング検証、論理合成と最適化、省電力回路設計、二

分決定グラフや充足判定などの論理関数処理の研究

を進めた。それを基に、汎用コプロセッサの設討と

製作、再構成可能Javaプロセッサ、不特定話者単音

節リアルタイム認識、リアルタイム視線認識、およ

び、顔の向き判定などのuIの設計と試作を行った。

1999年と2000年には、日経BP社1PアワードのIP

賞を受けている。

授業の中では、創設以来、プロジェクト実習の

テーマとして「EDAツールを用いたLSIの設計と実

現」を担当して、LSI設計の楽しさと重要性を体験さ

せた。

ハードウェア／ソフトウェア協調設計では、Cから

の最適なハードウェア自動生成、ハードウェア／ソ

フトウェアの自動分割と協調インタフェースの生成

などを進めてきた。これは、学習機能をもつ知的電

子デバイスの開発、システム記述言語の設計に結び

ついている。

ソフトウェアの面では、構成の柔軟性を目指して、

コンパイラ生成系、細胞によるプログラミングや能

動形プログラミングの変換系の開発を行ってきた。
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また、応用向きの記述として、英文契約書の特徴抽

出を行った。さらに、手話動作記述や建築設計記述

の言語と実行支援環境の開発を進めている。

グループウエアやコミュニケーションシステムは

人と人の協調を支援する。そのひとつとして行った

メールシステムの研究が、インターネットを介した

ソフトウェアの協調設計の課題に結びついている。

二分決定グラフは、情報の取捨選択による自動推

論や計算複雑度の評価にも適用できる。大量の時系

列データの中から「知識」を発見するデータマイニ

ングヘの応用を目指している。

可変構造のコンピュータアーキテクチャとは別に、

新しいコンピュータの原理として、量子コンピュー

タが期待されている。その有効性を探るために、量

子計算・量子アルゴリズムの探求を開始している。

研究に従事したスタッフは次のとおりである。

教　授：凌連勝正（平成4年4月～現在）

助教授：木村晋二（平成5年4月～現在）

助　手：圃島丈生（平成6年4月～9年11月）

現在、岡山県立大学情報工学部助教授

助　手：高木一義（平成7年4月～11年3月）

現在、名古屋大学大学院工学研究科講師

助　手：堀山貴史（平成11年4月～現在）

助　手：中西正樹（平成12年4月～現在）

また、研究に協力して、巣立っていった人は、

平成13年10月1日現在で、博士学位取得者2名、

研究指導認定退学者3名、前期課程修了者30名であ

る。現在、博士後期課程2名、前期課程13名、研究

生1名の人が、関連した新しい問題に取り組んでいる。

共同研究として、NTTコミュニケーション科学基

礎研究所、（株）富士通研究所、（株）日立製作所、京

セラ（株）、オーミック（株）などがあり、京都大学、

東京大学と研究協力をしている。

（文責　渡追勝正）

環境の変化に適応する情報システム

襲撃牽こ∴ジ′　二妄環‰∴
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ソ　フ　ト　ウ　ェ　ア

IT社会の基盤を担うソフトウェアであるが、その

脆弱性は依然解消されていない。ソフトウェアに関

する技術を工学として体系付け、脆弱さを克服する

ためには、19世紀末の物理学がそうであったよう

に、理論と実験の双方を重視した研究が今後ますま

す重要になると考えられる。

ソフトウエア計画構成学講座では、ソフトウェア

の開発・利用・管理を支援する技術について、理論

面での議論と共に、技術の有用性を確かめる実証実

験にも力を入れ取り組んできた。この9年間に取り

組んだ主な研究テーマは図に示すとおりである。最

近では、ソフトウェア支援技術の他に、ソフトウエ

アの知的財産権や教育の分野にも研究テーマを広げ

つつある。いくつかの研究テーマについては、他大

学、及び、本学の認知科学講座、情報科学センター

と連携して進めてきている。

また、ソフトウェア技術に対する多様なニーズを

捉えるため、実証データの提供を受けるため、そし

て、研究成果の実用性を高めるために、多くの研究

テーマにおいて企業との連携を図ってきた。企業と

の人的交流も活発で、社会人学生の数は博士前期課

程と後期課程を合わせてこれまでに25名で、そのう

ち6名が博士号を取得するに至っている。

海外の研究者との交流も活発に行ってきてい

る。特に、米国、ドイツ、オーストラリアをはじ

めとする世界12カ国の産学の研究者で組織する

計　画　構　成　学　講　座

InternationalSoftware Englneerlng Research

Networkの創設に携わり、その第1回会合を、関学

間もない本学で1993年に開催した。その後も、活

発に活動を続け、今年10月にほ、創設10周年を記

念した国際シンポジウムを本講座が中心となって奈

良で開催する予定である。

外部からの研究資金の導入にも積極的で、これま

でに受託研究費2件、共同研究費6件、科研費その

他21件を獲得している。その多くは複数年に亘るも

ので、一定の成果を収めつつ、新たな研究テーマへ

の展開を図っている。

これまでに発表した学術論文は36編、国際会議

発表は46件である。学術論文のうち2編は、電子

情報通信学会の「システム開発論文」であり、研究

成果を具体的なソフトウェアシステムとして実現し

た点が高く評価されている。他にも、開発したソフ

トウェアの公開（オープンソース化）、特許出願と

いった形態での成果発表も始めている。詳細は、

〈httDノ／se，aist－naraACjD／〉を参照されたい。

ソフトウェアの開発・利用・管理の形態は、今後

ますます多様化すると思われる。本講座では、これ

からも、ソフトウェアに関する基本的な理論や技術

を踏まえつつ、多様な学生の知識や好奇心をうまく

組み合わせていくことで、既存の理論や技術の枠に

とらわれない、先端的で実用的な研究を行っていく

考えである。　　　　　　　　　（文責　松本健一）
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日本Ⅱ犯止（株）

ソフトウェア利用支穣
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ソフトウェアオーバーホール

宇醐，南山大学
ヒューマンインタフェース．視線インタフェース
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プログラム言語の理彙馴犬烙の分析

主な研究テーマの変遷
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計　算　機　ア　ー　キ　テ　ク　チ　ャ　講　座

計算機アーキテクチャ講座は、1994年に九州大学

より福田晃教授（現在は九州大学教授）ならびに最

所圭三助教授（現在は香川大学教授）を迎え、国内

でも数少ないオペレーティングシステムを研究する、

情報システム学専攻の基幹講座として発足しました。

当時は並列分散処理が活発に研究されていた時期で

あり、計算機アーキテクチャ講座でも並列オペレー

ティングシステム、自動並列化コンパイラなど並列

分散処理のための基本ソフトウェアの研究ならびに

開発を進めました。

計算機アーキテクチャ講座では、マルチプロセッ

サ上で稼動するマイクロカーネル構成のオペレー

ティングシステム「Kl」を開発しました。一般的な

オペレーティングシステムでは、マルチプロセッサ

上のユーザプログラムの並列実行部分が発行するシ

ステムコールも逐次的に処理されており、これが

ユーザプログラムの並列化による高速処理を阻む原

因となっていました。Klでは、カーネル内部にメッ

セージプールと呼ばれるタスク間通信機構を設け、

カーネル内タスクを同時実行させることにより、シ

ステムコール内部の並列処理を実現し、オペレー

ティングシステムに起因する並列処理オーバーヘッ

ドの削減を達成しました。

ユーザのための並列処理実行環境としては、PPL

（ParallelPthreadLibrary）を開発しました。PPL

はスレッド管理のカーネル非依存部分を可能な限り

ユーザ空間で行うことにより、ユーザ空間とカーネ

ル空間との間のコンテキスト切換時にユーザプログ

ラムに加わる並列処理オーバーヘッドを削減すると

ともに、標準的なPthreadインターフェースを用意

することでユーザプログラムに高い移植性を与えま

した。

また、並列プログラム開発環境としては、逐次プ

ログラム中の並列処理部分を検出あるいは抽出し、

並列プログラムを生成する自動並列化コンパイル技

術を開発しました。高いスケーラビリティは保証で

きるものの、通信オーバヘッドが大きく難物とされ

る分散メモリ型並列計算機を対象に、プロセッサ開

通信を極力抑えるデータ分割配置最適化アルゴリズ

ムを開発すると同時に、その際に必要となるデータ

フロー解析技術を研究しました。

1990年代後半は瞬く間にインターネットが市民生

活に浸透した時期であり、計算機アーキテクチャ講

座では並列分散処理の研究と並行してネットワーク

の研究も進めました。世界的にはIPアドレスの枯渇

やセキュリティの問題がクローズアップされてきて

いました。計算機アーキテクチャ講座では、IPアド

レスのアドレス空間を拡張するIPv6、ならびにこれ

までのIPv4からIPv6への移行技術を開発し、暗号

化電子メールの研究を進めました。

この時期は、ノートパソコンや携帯電話、PHSの

低価格化と軽量化により、屋外でのコンピューティ

ングやネットワーク接続も普及してきたため、1997

年以降はモバイルネットワークの研究に着手しまし

た。移動先で収集した情報を、広い帯域が確保でき

ない、あるいは通信の断続がしばしば生じるモバイ

ルネットワーク環境下で配信するシステムを開発し

ました。

PCの爆発的な普及といわゆるウインテルによる

PC市場の寡占化が進行する一方で、コンピュータの

体裁をとらないコンピュータ応用機器、いわゆる

「組込みシステム」が国内外で脚光を浴びるようにな

りました。汎用性が重視されていた並列分散処理シ

ステムと異なり、組込みシステムはアプリケーショ

ン特化型のコンピュータシステムであり、これまで

汎用性を追求してきたコンピュータアーキテクチャ

講座のオペレーティングシステム、コンパイラ、な

らびに計算機アーキテクチャの研究はカスタマイズ

性や固定のアプリケーションに対する最適化を目指

すものにべクトルを変えました。組込みシステムを

対象として、現在はりターゲッタブルOS「入」、組

込み用コンパイラフレームワークライブラリ、省電

力通信方式の開発を進めています。

2001年4月に福田教授が九州大学へ転任し、その

後任には情報科学センターの湊小太郎が配置換によ

り着任しました。これまでの計算機アーキテクチャ

講座の研究を引き継ぐとともに、応用分野として医

療情報ネットワークシステムのアーキテクチャ研究

に着手しました。2001年6月には光応用計測を専門

とする杉浦忠男助教授が着任し、ポストゲノム時代

を見据えて分子レベルの計測技術の研究開発を進め

ています。研究科改組によって来年度設置予定のバ

イオインフォマテイクスを目指した「情報生命科学

専攻」のバイオ情報学・生命機能計測学分野（仮称）

への移行に向けて布石を打っています。

（文責　湊　小太郎）
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マ　ル　チ　メ　デ　ィ　ア　統　合　シ　ス　テ　ム　講　座

［概要」本講座は，データベースシステムを主要な研

究テーマとし，平成5年の講座開設以来，わが国

データベース研究の一つの中心として活発な研究教

育活動を継続している。データベースは、大量、多

様な情報を活用するための基盤技術である。数億台

のコンピュータによるネットワークが世界を覆い、

多彩なメディアによる地球規模の情報資源を現出し

ている今日こそ、データベース技術が重要な意味を

もっている。本講座は、データベース技術を核とし

て、デジタルメディア、構造化文書、情報検索など

の分野を横断した先進的な情報システムの研究開発

に取り組んできた。

［研究分野］講座発足当抑ま、マルチメディアデータ

ベースを中心としていたが、具体的な研究テーマは

少しずつ変化している。主なものを列挙する。

マルチメディアデータベース（映像データベース）

ⅩMLデータベース（ⅩML文書のデータベース化）

時系列データベース（時間の扱い）

構造化文書の検索技術（部分文書）

言語横断型データベース探査（国際化）

考古学データベース（情報考古学）

プログラム言語COBOL、オブジェクト指向技術

データベースの応用範囲が拡大するにつれて新し

く要求される技術課題に答えていかなければならな

い。最近の大きい課題として、ポストゲノム時代の

バイオ情報学すなわち生命情報科学へのデータベー

ス応用に取り組んでいる。

［運営上の工夫］大学院大学の講座として、さまざま

の工夫をしてきた。とくに、多彩な学生への対応の

問題がある。学部をもたない大学院組織であるから，

学生も多彩である。対応策として，基礎的な教育

コースを授業とは別に講座内に設定したが，これは

年度によりうまくいったり，いかなかったりしてい

る。また，座席の配置について，社会人や通常の学

生が入り交じること，学年が異なる学生が入り交じ

ることなどを実施した。さらに，学生，教官が原則

として全員参加する週1回の昼食会を開催している。

昼食会では，講座の合宿のような雑事の打ち合わせ

のほかに，教授会の報告を行っている。ランチス

ピーチといって、身近な話題について、発表する

セッションもある。毎年夏には合宿も開催している。

学生の博士前期課程2年間というのは，いかにも短

い期間であると痛感し始めている。大学院大学の宿

命かもしれない。

［学生の学会発表と講座年報］博士前期課程を修了す

る要件として，学会の研究会と全国大会にそれぞれ

少なくとも1回以上発表することを義務付けている。

短縮修了の場合は，研究会に複数の発表を行うこと

が要件である。これは，将来わが国の情報技術の中

核を担うことになる学生たちのはげみになり，講座

の志気の向上にもつながって，よい効果をおさめて

いる。講座全体として国際会議に発表する件数が

年々増加しているが、学生自身による発表も増えて

いる。

なお，こうした研究発表をまとめた講座年報を毎

年1回公刊し、現在第7号に達している。研究発表

が増えるに従って増えるページ数を、どう抑えるか

に苦労している。

［国際シンポジウムの開催】文部省の国際研究集会開

催経費の援助を受けて，1994年に”International

SymposiumonAdvancedDatabaseTechnolo－

giesandTheirApplication，ADTI′94一’を，また

1997年には，‖InternationalSymposiumonDigi－

talMediaInformationBase，DMIB′97’’を開催した。

奈良県新公会堂の能舞台での招待講演や，帝塚山大

学の能楽部による演能など奈良らしい雰囲気を演出

できた。

［科学研究茸補助金］

「高度データベースシステム」、「ゲノム」、「情報

学」など。

［その他の外部資金】

戦略的基礎研究推進事業CRESTプログラム

「日常生活を拡張する着用指向情報パートナー」、

情報ストレージ開発推進機構など。

［学位取得者数］

博士7名、修士48名（2002年3月現在）

［教具】

植村俊亮（1993年4月～現在，教授）

吉川正俊（1993年4月～現在，助教授）

石川佳治（1994年4月～1999年3月，助手，

現職　筑波大学講師）

高倉弘喜（1995年10月～1997年3月，助手，

現職　京都大学助教授）

天笠俊之（1999年4月～現在，助手）

波多野賢治（1999年6月～現在，助手）

（文責　植村俊亮）
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情　報　ネ　ッ　ト

情報ネットワーク講座は、通信システムとマルチ

メディアネットワークに関する教育・研究を行う講

座として1992年発足した。同年7月日本電信電話

株式会社から山本平一教授が着任し、以来、ディジ

タル無線通信システムの研究ならびに通信ネット

ワークの構成法に関する研究を行っている。

1993年4月には、本学情報科学センターから山口

英助教授が移籍し、主としてインターネット環境に

おける分散処理技術に関する研究を担当した。

1994年4月、大阪大学工学部岡山聖彦助手が移籍

し、ネットワークセキュリティおよびセキュリティ

管理に関する研究を行った。さらに1995年4月に

は本学情報科学センターから馬場始三助辛が移籍し、

広域ハイパーメディアシステムに関する研究、分散

処理環境の性能管理に関する研究を行った。

1997年4月山本平→教授が本学副学長に就任した

ことに伴い、同年8月、九州工業大学情報工学部尾

家祐二教授が本講座教授を併任することになった。

尾家教授のもと、実時間情報通倍、高速ネットワー

クのためのプロトコル、光波通信網の構成に関する

研究を進められた。

1998年3月、馬場始三助手が倉敷芸術科学大学芸

術学部に転出した。また、1998年9月には、岡山

聖彦助手が岡山大学工学部に転出した。1998年4

月には本講座において工学博士の学位を取得した知

念賢一助手が就任し、広域情報配信に関する研究を

行った。

1999年4月、山本平→教授の副学長任期満了に伴

い、本講座教授に復帰した。

2000年4月には山口英助教授が、本学情報科学

研究科計算機言語学講座教授に昇任、転出した。

2000年7月、大阪大学大学院工学研究科助手であっ

た岡田実が本講座助教授として着任した。

2000年9月、山本平→教授が無線通信分野の研究

における長年の功績に対して、電子情報通信学会よ

りフェローの称号を授与された。

2001年4月からは、名古屋大学大学院工学研究科

大学院生であった斎藤将人が工学博士の学位取得後

直ちに本講座助手として着任した。

現在、山本平一教授の下、岡田実助教授、知念賢

一助手、帝藤将人助手により、移動通信を中心とし

たディジタル無線通信システムおよぴに広域ネット

ワークにおける大規模情報配信に関する教育・研究

を行っている。

ディジタル無線通信システムにおいては、さらな

る高速ディジタル伝送および周波数有効利用が要求
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されている。本講座では、変復調技術、干渉除去技

術、アダプティブアレーアンテナならびにダイバー

シテ技術といったディジタル無綜通信の基盤技術の

研究を通じて、これらの要求を満たすディジタル無

線通信システムの実現を目指している。また、移動

通信に加えてさらに放送やインターネットアクセス

を含めた広範なアプリケーションのためのディジタ

ル無線通信技術に関する研究を行っている。（図1）

一方、インターネット利用者の急増により、より広

範かつ大量なデータ配信技術の確立が望まれている。

広域ネットワーク上で数千万から数億規模の利用者

を想定した配送モデルおよび機構の確立について研

究を進めている。（図2）

（文責　岡田　実）
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シ　ス　テ　ム　基　礎　講　座

本学創設時、当講座は福嶋雅夫教授と田地宏一助

手でスタートし、一年後に石田好輝助教授が着任し

た。以上が初期のメンバーであるが、その後、福嶋

教授は平成8年4月に京都大学へ配置転換となった

ため、同年7月に高橋豊教授が着任した。さらに、平

成9年4月には笠原正治助手が2人目の助手として

着任した。

平成10年には田地助手が大阪大学講師として転

出し、同年6月に石田助教授が豊橋技術科学大学の

教授として転出した。その後任には笠原助教授が昇

格した。平成11年4月には高橋教授が京都大学へ

配置転換となり、同年11月に杉本謙二が教授とし

て着任した。平成12年4月に佐藤浮助手が、さら

に平成13年4月に安達直世助手が着任し、現在に

至っている。

以上のように、この10年間は教員の流動化を大い

に実践した当講座であったが、これはメンバーが非

常に活発な活動を行っていることの証でもある。旧

職員とは緊密に連絡を取り合い、整合性に配慮しつ

つ講座の運営に当たっている。

初期の頃はオペレーションズ・リサーチ、特に数

理計画法や組み合わせ最適化、ならびに生体情報処

理を主たる研究テーマとしていたが、その後、同じ

オペレーションズ・リサーチの一分野である待ち行

列理論ヘテーマがシフトしていった。現在は、これ

に制御理論（動的システム論）を加え、当講座の研

究テーマの2木柱としている。

このようにスタッフの交代に伴い研究テーマも変

遷してきたが、システム科学の基礎研究を推進する

という基本方針は変わらない。講座開設の当初から、

数理的アプローチによりシステムを評価し最適設計

するという研究スタイルを一賞して保ちつつ、種々

のテーマに取り組んで来た。現在では次のような研

究を行っている。

・動的システム理論による制御系の最適設計

・待ち行列理論およぴそのネットワーク通信への

応用

・行列不等式に基づく数値最適化とロバスト制御

への応用

・モンテカルロ・シミュレーションとインター

ネット性能評価への応用

近年、教員の異動が相次いだため、講座の在職ス

タッフが1名～2名のみという時期があった。それ

にも関わらず、科学研究費は以下のように順調に採

択されてきた。

・平成10～11年、基盤研究（C）

・平成11～12年、奨励研究（A）

・平成12～13年、基盤研究（C）

・平成13～14年、奨励研究（A）2件

現在、ようやく職員がフルメンバーとなり、研究

業績も増加傾向にある。

また、この数年間に貢献してきた学会活動として、

次のようなものが挙げられる。

・システム制御情報学会会誌・論文誌編集委員、

計測自動制御学会制御部門事業委員長および制

御部門運営委員、制御理論部会運営委員（杉本

教授）

・電子情報通信学会ネットワークシステム研究専

門委員会委員および2001年ソサイエティ大会

プログラム委員、英語セッションオーガナイザ

（笠原助教授）

また、この数年では以下のような研究プロジェク

トを推進している。

・Japanese－Czech Project on Polynomial

methodsforIndustrialControIDesign（杉本

教授）

・通信放送機構：神戸多段接続リサーチセンター

サブリーダー（笠原助教授）

当講座に配属を希望するのは基礎研究に興味を持

つ学生が大部分であり、従って多数とは言えない。

創設時から2000年度までの卒業生総数は

・博士学位取得者、4名（内1名は留学生）

・修士号取得者、32名（内1名は連携講座の学生）

である。うち3名が大学の教員となっている。しか

し、今後は幅広い学生の希望にも応えるべく、応用

分野にも研究を発展させて行きたいと考えている。

本学の創立10周年という大きな節目を迎え、当講

座としても気持ちを新たにして教育と研究に取り組

んで行く所存である。

（文責　杉本謙二、笠原正治）
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シ　ス　テ　ム　制　御

本講座は、情報科学研究科が学生の受け入れを始

めた1993年4月に開設され、教授西谷紘一が着任

した。その後、助教授藤原健史（現京都大学）、助手

北島禎二（現豊橋技術科学大学）、助手黒岡武俊、助

教授山下　裕、助手今福　啓が着任し、その協力の

下に、以下の研究を行ってきた。

本講座は、ダイナミカルシステムに関する幅広い

基礎理論（制御理論、システム理論、信号処理論、マ

ンマシンシステム論、インタフェース論、エルゴノ

ミックスなど）をもとに、大規模で複雑な挙動を示

す人工物を、人間が制御・運転・管理する際に生じ

る様々な問題を解決するための方法や技術について

研究することを目的としている。特色は、実システ

ムで役立つ研究をすすめる中で、精緻で一般性のあ

る理論づくりを重視している点である。

初期には、プロセス産業における生産システムを

対象として、モデル予測制御、プロセス監視と異常

検出、離散事象と連続プロセスを含む混合系のモデ

リングとシミュレーション、分散型スケジューリン

グシステム等の研究を行い、数多くの成果をあげ、

この分野の発展に寄与した。その後、バイプレス

バッチプラントの最適設計と運用、ロバストプロセ

ス制御系の設計、最適制御問題の数値解法等につい

て研究を行い、大きな成果をおさめた。最近では、非

線形システムに対する制御理論の構築とその実シス

テムヘの応用に取り組むグループと、プラントの監

視制御についてマンマシンシステムおよびヒューマ

ンファクターの立場から取り組むグループに分かれ

て研究を進めている。

まず非線形制御の研究グループでは、非線形シス

テムに対する最適制御理論およびH∞ロバスト制御

理論の拡張、宇宙ロボットに代表される非ホロノー

ム拘束をもつ系に対する制御問題、微分代数方程式

で表された非線形系に対する制御問題、三輪移動体

のようなメカニカルシステムに対する実時間最適制

御、非線形制御のプラント制御への応用等について

研究を行っている。特に各種の特異性をもつ非線形

システムの出力レギュレーションに関する研究では、

世界的レベルの研究成果をあげている。またロボッ

トアームの協調制御や遠隔制御について理論的研究

を行う一方で、ロボットアーム実機をつかった非線

形追従制御の実験、2台のロボットアームを使った

把持物体の操りに関する実験、仮想空間内でのロ

ボットの軌道生成に関する実験等を行っている。マ

スタースレーブシステムの研究では他大学と共同し

て実験をすすめる計画を立てている。今後は、非線

管　理　講　座

形制御理論をさらに発展させるとともに、実用に際

して必要な関連技術の研究も行う予定である。

プラント監視制御の研究グループは、IT技術を

はじめとする高度技術を結集して、プラントを安全

にしかも効率良く運転するための研究を行ってきた。

計測、制御、コンピュータ利用技術の進歩によって

多くの作業が自動化されてきたが、依然としてほと

んどのプラントにおいて、異常時等の判断は人間に

委ねられている。人間が大規模なプラントを安全に

しかも効率良く運転するために、どのような情報提

供や支援が必要か、またどのような訓練をおこなえ

ばよいか等を、科学的に明らかにするためには学際

的なアプローチが不可欠である。我々は幅広い産学

共同研究を行う中で、必要に応じて心理学や生理学

等のアプローチも使って研究を進めてきた。プラン

ト運転制御システムをマンマシンの立場から再検討

した研究では、システム側と人間側双方に関係した

問題点を抽出するため心理学的手法を応用した。シ

ミュレータトレーニングでのトレイニーの行動を分

析する研究でも同じ方法を使って、緊急対応時のオ

ペレ一夕の行動の特徴を明らかにした。この知見を

もとにオペレ一夕の情報処理モデルをつくり、

ヒューマンインタフェースやヒューマンエラーの研

究を行っている。さらに緊急時のオペレ一夕の判断

や動作の信頼性を測る試みとして、人間の思考状態

を脳波データから推定する方法を考案し、実験を

行ってその有効性を確認した。またこの成果をもと

に、思考状態をリアルタイムで測定するモニタリン

グシステムを試作した。これら一連の研究成果は国

際的にも高い評価を得ている。今後、プラント監視

制御のみならず自動化システムにおける人間の活動

全般に対象を広げて研究を進めていきたいと考えて

いる。

学外活動では、講座の教官全員が日本学術振興会

産学協力研究委員会プロセスシステム工学第143委

員会の委員として協同研究に取り組んでいる。

平成13年度は前期課程12名、後期課程5名の

学生が在籍して研究している。これまで本講座で研

究を行い修了した学生は、前期課程37名、後期課程

6名である。

（文責　西谷紘一）
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ロ　ボ　テ　ィ

知的なロボットを構成するにほ、情報科学におけ

るさまざまな学問分野にとどまらず、機械工学、電

気t電子工学などの分野との融合が必要である。ロ

ボティックス講座では、知的なロボットをめざして、

幅広い研究を展開してきた。

Ⅰ．1993年よリ1997年まで

創設当時は、ロボットビジョンを中心に研究が行

われた。ロボットに搭載したテレビカメラの画像か

ら、物体の奥行き情報、環境地図の構築、ロボット

の移動計画の立案などの研究を行った。これらの研

究は、複合ロボット実験システム（国1）を用いて

行われた。視覚機能について深く掘り下げ、特に、動

画像から動物体を発見する研究が行われた。動物体

について、時間軸の制約を積極的に取り入れ、さら

にエネルギー最小化の考え方を採用したActive

Tubeやそれを実時間処理応用する研究を行った。

また、デジタルライブラリ、情報考古学、音楽情

報処理など、知能システムやヒューマンインタ

フェースに関する幅広い研究を展開した。

（わ　KOMA 伽）KANl

図1複合ロボット実験システム

n1998年以降

実世界で機能するロボットの実現をめざし、リア

ルタイムセンシング、ヒューマンインタフェースな

どの要素機能と、それらを統合したロボットシステ

ムの研究を展開している。

ロボット研究の共通の研究課題として提唱されて

いるロボットサッカー問題に取り組んでいる。実際

にロボットによって構成されたチームによってサッ

カーを実行するには、戦略の獲得、マルチエージェ

ントによる協調、実時間視覚処理、センサ情報融合

といった多様な技術が必要になる。これまでにカ

ラー画像処理、複数合口ポットによる自己位置同定

ッ　ク　ス　講　座

（図2）、協調行動の学習などに関して成果を上げて

いる。

ヒューマンインタフェースについては、ステレオ

カメラを用いた顔と視線のリアルタイム計測システ

ムを開発した。そして、この手法を用いた視線操縦

型インテリジェント車椅子（図3）を構築した。搭

乗者が行きたい方向に顔を向けるだけで車椅子を操

縦できるという画期的なシステムである。

′■　　■l■■

ぺ

回

田

図2　サッカーロボット 図3　視線操縦型車椅子

移動ロボットに関しては、実時間の障害物検出・

回避法、全方位画像や天井画像などを用いたナビ

ゲーション手法について研究を行い、実環境でも機

能するロバストな移動ロボットシステムを目指して

いる。

この他にも、触覚情報処理、認知機構の解析、な

どの要素機能の研究が行われている。また、機能を

統合したロボットシステムとしては、案内ロボット、

受付ロボット、四足歩行ロボット、ヘリコブターな

どが研究されており、実世界で役立つロボットをめ

ざした幅広い研究が行われている。

これまでのスタッフは次のとおりである。

教　授：烏野　武（平成4年4月～9年3月）

本学名誉教授

教　授：小笠原司（平成10年1月～現在）

助教授：今井正和（平成5年4月～13年3月）

現在、鳥取環境大学教授

助教授：松本吉央（平成14年1月～現在）

助　手：藤川和利（平成6年4月～10年3月）

現在、大阪市立大学講師

助　手：中村恭之（平成10年4月～現在）

助　手：松本吉央（平成11年1月～平成13年12月）

（文責　小笠原　司）
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論　理　生　命　学　講　座

21世紀はライフサイエンスの世紀であると言われ

る。時代の最先端を担うべき情報科学研究科として

も、その対象を生命情報に拡げることが時代の要請

である。すなわち、情報生命科学へとシフトする必

要がある。論理生命学講座はこうした使命を遂行す

べく、平成13年4月に設立された、情報科学研究科

における18番目の基幹講座である。現在のスタッフ

は、平成13年3月まで情報科学研究科知識工学講座

に所属していたため、本講座は知識工学講座を前身

に持つ。

自然に存在する生命を生物的生命と呼ぶならば、

その模倣として計算機上に存在し得る生命は論理的

生命である。すなわち、論理生命学とは生命の模倣

によって生命現象を理解しようとする学問である。

山田康之前学長の命名による、おそらくは日本初の

講座である。

講座の主眼は、「生命や知性のモデルの研究」と

「適応学習システムの研究」である。

平成13年9月現在、実施中の研究テーマは、

・統計的学習による微生物の遺伝子発現制御のモデル

・強化学習の数理的研究とロボット制御への応用

・神経細胞のモデルと脳の情報表現

・環境に適合するための脳の学習戦略

・変動する環境における統計的学習手法

など多岐にわたる。

主に数理工学の手法を用いて、脳科学、生命科学

はもとより、パターン認識、ロボット工学など工学

への責献を果たそうとしており、学際的な色合いが

強い。講座に所属するメンバーも、物理学、化学、分

子生物学、認知心理学などの理学系、電気電子工学、

情報科学などの工学系と多彩である。

また、その学際的な性格のために、北海道大学医

学研究科、科学技術振興事業【乱　東京大学工学系研

究科、国際電気通信基礎技術研究所（ATR）、NTTコ

ミュニケーション科学基礎研究所、通信総合研究所

（CRL）、本学バイオサイエンス研究科および遺伝子

教育研究センターなど、多くの研究機閑と共同研究

を実施している。前身である知識工学講座を含めて、

これまで、非平衡力学系による組合せ最適化問題の

解法、変動する環境における効率の良い統計的学習

手法、神経細胞の集団ダイナミクスの数理的解析手

法、統計的学習法を用いた強化学習法、統計的学習

法を用いた非線形力学系のシステム同定法などの開

発を行い、主要な国際専門誌にその成果が掲載され

るなど、国内外で評価を得てきた。

現在のスタッフは以下の通りである。

教　授：石井　信（平成13年4月～現在）

助　手：作村勇一（平成13年4月～現在）

研究員：雨森賢一（平成13年7月～現在）

研究員：吉岡　琢（平成14年1月～現在）

（文責　石井　倍）
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並　列　分　散　シ　ス　テ　ム　講　座

講　座　名）

並列分散システム

設置年月日）

平成5年4月1日

研究内容）

遺伝情報を中心とした生物情報の構造と、その情報処理のメカニズムを解明する生命情報科学に関する研

究を進める。ゲノムのDNA塩基配列からタンパク質の構造、機能までの情報構造をモデル化するための理

論、アルゴリズムの研究と、生物情報を処理するためのソフトウェアの開発、最新のゲノムデータによる実

証的な研究を行う。大量のゲノムデータを扱う研究では、並列システムを用いた大規模計算が不可欠である。

提　携　先）

独立行政法人産業技術総合研究所

歴代スタッフ）

教　授　松田

教　授　辻

教　授　山田

教　授　浅井

潤

義信

茂樹

潔

助教授　福田　　晃

助教授　喜連川　優

助教授　高須　浮宏

助教授　武田　英明

助　手　中村　恭之

助　手　新　　　鹿
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計　算　神　経　科　学　講　座

当講座は、ATR（国際電気通信基礎技術研究所）

との連携講座「人間情報処理学講座」として、1995

年4月、当時ATR人間情報通信研究所社長の東倉洋

一教授、同主任研究員の銅谷賢治助教授の体制でス

タートした。

「人や生物の優れた機能に学ぶ」をキャッチフレー

ズに、視覚、聴覚、発話、運動制御や進化まで多彩

なテーマで、工学・心理学・生理学など多分野の研

究者が集まるATRで、学生にとって非常に刺激的な

環境のもとで研究を進める場を提供してきた。また

ATRにとっても、活発な若い人材を得ることは大き

な活力のもとになって来た。

2000年4月からは、現ATR人間情報科学研究所

第3研究室長の川人光男教授を迎え、「計算神経科学

講座」として再スタートを切った。「脳の情報処理

を、プログラムやロボットで再現できるくらい深く

理解する」という計算神経科学の実践に向けて、知

覚、運動から高次認知機能まで、理論モデルと実験

的検証の両者を同時並行的に進めるスタイルで研究

を行っている。以下、最近の研究テーマ例をかいつ

まんで紹介する。

起立運動学習ロボット

近年、巧みに歩く人間型ロボットが話題を呼んだ

が、一度転ぶと自力では2度と立ち上がれないとい

うのがその大きな弱みである。そこで森本浮（96年

入学）は、ロボットに、人間の赤ん坊がするように、

試行錯誤のうちに自力で立ち上がる行動を学習させ

るというテーマを設定した。そのためまず、広範な

探索と微妙な制御を両立させるため、階層的な強化

学習方式を開発した。さらにその実証のため、写真

のようなロボットを開発し、数百回の転倒を繰り返

すうちに、起立運動を学習させることに成功した。

この成果は、IROSやICMLでの発表、日本神経回路

学会奨励賞、おまけに朝日新聞の一面を飾るなど、

広く評価されている。森本君は、現在CMUのボスド

クとして、起立だけでなく歩行やその他の全身運動

も学習するロボットの研究に励んでいる。

眼球運働制御の脳内機構

人間は、眼で追いかけている物体が短時間隠され

ても、その動きを予測して追跡することができる。

眼球運動系は、脳科学でもっとも良く研究されてい

るトピックであるが、従来の理論ではこのような予

測的な制御のメカニズムは説明できない。そこで田

端宏充（98年入学）、田口進也（00年入学）は、大脳

皮質MST野のニューロンの持続発火に着目し、その

神経回路のダイナミクスによって、物体の運動のペ

イズ推定と学習が行われているという仮説を立て、

その可能性をシミュレーションにより示した。

さらに田端君はこの仮説を実証するため、学振特

別研究員として筑波の産総研の脳科学部門に行き、

サルのトレーニングと神経活動記録に取りかかって

いる。

連携講座に来る意義は‥・

連携講座というと、施設と資金に恵まれた企業の

研究環境を学生が活用するというイメージがあるか

もしれないが、奈良先端大は設備も新しく、研究費

を取る力のある教官の方々が多く、部屋や計算機環

境などに関してはATRは先端大に負けているかも

しれない。

にもかかわらずわざわざATRまで来る（あいにく

公共交通機関の便は悪く、往復10キロを毎日自転車

で通う学生もいる）意義はどこにあるかと言えば、

工学に限らず、心理学、生物学など、様々なバック

グランウンドを持ち、実力と好奇心に満ちた人々が

世界各地から集まり、豊富な話題に日常的に触れる

ことができることだろう。

また脳の理論研究に関して言えば、ATRが持つロ

ボットや心理実験設備、fMRI施設、道向いの島津製

作所のMEG装置、さらに協力関係にある研究室での

神経生理実験など、理論的な仮説をすぐに検証実験

に持っていける恵まれた環境、逆に言えば、机上の

理論に閉じていることがけっして許されないという

厳しさが、その最大の特徴であると言える。

我が国では、脳の情報処理を専攻する大学院コー

スはほとんど無いに等しいが、当講座が新世代の

脳研究者を育てる役割を少しでも担えればと思っ

ている。

（文責　銅谷賢治）
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情　報　シ　ス　テ　ム　ア　ー　キ　テ　ク　チ　ャ　講　座

本講座は、NECとの連携講座として、1996年度

から開設されている。97年度まで山本昌弘、阪田史

郎が客員教授を務め、教官や学生との討議、学生の

論文指導にあたってきた。1998年からは現在の陣容

（旭敏之教授、松田助教授）となり、学生の配属も始

まり、講座独自の研究活動がスタートした。99年度、

2000年度にそれぞれ1名の卒業生（博士前期課程）

を輩出し、現在も前期課程学生2名が鋭意研究に取

り組んでいる。

研究概要

もともと、本講座では、種々のマルチメディア・ア

プリケーションを対象に、ヒューマンインタフェー

ス（HI）や、人間／社会との親和性といった観点か

ら研究を進めてきた。特に最近では、ターゲットを

インターネット領域にフォーカスし、人間にとって

本当にわかりやすい、便利な、魅力ある情報処理シ

ステムとは何かを追求している。次のような技術嶺

域に取り組んでいる。

・HI技術

インターネット社会で不可欠な、誰もが抵抗無く

使えるHIや、魅力的なアプリケーション／コンテ

ンツを追求する。

・情報流通技術

本格的ネットワーク社会を想定した次世代の情報

流通形態を追求する。

・モバイルインターネット技術

「どこでも」「いつでも」必要な情報を閲覧し、か

つコントロールできる技術の研究開発。次世代携

帯端末やモバイルアプリケーション／ミドルウェ

アを追求する。

業　♯

これまでの研究成果は、「Webページのための

ユーザビリティ自動評価法」「受付システムを対象に

した擬人化エージェント対話方式の検討」の2件の

修士論文にまとめられている。前者では、複数のガ

イドラインをベースに、Webサイトのユーザビリ

ティ評価項目を体系化し、さらにこれを自動検査す

るシステムを試作した。後者では、人間とシステム

との対話を実験的に分析し、これをベースにキャラ

クタタイプのエージェントUIを開発し、受付システ

ムとして実用化した。

現在の活動

現在、iTmOdeを利用したリモートPC制御方式や、

Web上の目的特化型検索エンジンなど、よりイン

ターネットフォーカスを強めた研究テーマに取り組

んでいる。ユーザの視点から見た、ブロードバンド

／モバイル時代に不可欠な次世代サービスを提案し、

いち早く実現していく。

（文責　旭　敏之）
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マ　ル　チ　メ　デ　ィ

教　授　山　尾　　　泰

（yamao＠mlahyrpJlttdocomo£0．jp）

助教授　佐和橋　　　衛

（sawahasi＠mlabyrpJlttdocomo00．jp）

■講座の流れ

マルチメディア移動通信客員講座は、1998年

4月に開講され、現東北大学大学院工学研究科の安

達文章教授が客員教授を務められ、2000年4月

より現在の体制で、本格的なマルチメディア移動通

信の実現を目指し、直接拡散符号分割多元接続

CDS－CDMA）を中心とした高能率・広帯域パケット

伝送を実現する無線アクセス技術の研究を行ってい

ます。具体的には、マルチパスフェージングチャネ

ルを克服するダイバーシテ技術（空間・時間領域）、

高速パケット伝送を実項する無線アクセス、変復

調、誤り制御技術、マルチユーザ干渉を低減する適

応信号処理技術の研究を行っています。この間

1998年には、NTTドコモワイヤレス研究所で修

士課程の学生が適応送信電力制御、1999年には、

DS－CDMA移動通信における広帯域化の効果に関す

る研究のテーマで修士論文の研究を行いました。さ

らに2000年には、DS－CDMA下りリンクにおける

マルチパス干渉キャンセラの研究、およびアダブ

ティアンテナアレイ送信における高精度チャネル推

定法の研究のテーマで2名の学生が修士論文の研究

を行いました。

■現在の主な研究分野

現在、マルチメディア移動通信客員講座では、つ

ぎのような研究を行っています。

（1）ブロードバンドパケット無線マルチアクセスの

性能比較
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図1DS－CDMAの原理

ア　移　動　通　信　講　座

超広帯域（ブロードバンド）パケット伝送に適し

たマルチキャリア信号を周波数領域で拡散したマル

チキャリア／CDMA、時間領域で拡散したDS－

CDMA信号をマルチキャリア化したマルチキャリ

ア／DS－CDMAの無線リンク容量の評価を行ってい

ます。

（2）スペース・時間・周波数領域の送受信ダイバーシチ

複数アンテナを用いるアンテナダイバーシチ受信

および送信ダイバーシテ、時間領域のRakeパスダ

イバーシチ受信、およぴマルチキャリア信号におけ

る周波数ダイバーシチについてアルゴリズムの検討

および計算機シミュレーション、実験による特性評

価を行っています。

（3）高効率パケット伝送

DS－CDMAマルチコード伝送を用いる無線アクセ

ス方式における適応変復調（多債変復調）、適応誤り

制御、再送（ARQ）、パケット割り当てスケジューリ

ング等の技術を用いる高速パケット伝送の実現法の

検討および特性評価を行っています。

（4）干渉キヤンセラとアダプティブアンテナアレイ

マルチキャリア／CDMAおよぴマルチキャリア／

DS－CDMA方式では複数のユーザが同一の周波数帯

域で通信を行っているためマルチユーザ干渉および

マルチパス干渉が特性劣化の要因になります。これ

らの干渉を低減する干渉キヤンセラおよびアダプ

ティブアンテナアレイダイバーシテの研究を行って

います。さらにマルチパス環境での適用効果を理論

解析、計算機シミュレーションおよび実験評価によ

り明らかにしています。

今後は、上吉己の研究テーマに加えて、IPベースの

コアネットワークに適したブロードバンドパケット

無線アクセス技術の研究を行っていく予定です。

（文責　佐和橋　衛）

用洲での拡餃
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図2　マルチキャリア／DS－CDMA及びマルチキャリア／

DS－CDMAの周波数スペクトル例
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光　セ　ン　シ

本講座は、とりわけ高度情報化社会において重要

な「センシング（＝多様な外界の中から目的とする

ものをすばやく見つける、あるいはその状態を把握

し人間や機械が理解しやすい情報に変換する技術）」

に関する研究に対し、企業・大学がそれぞれにもつ

強みを十分に生かすことで、より一層の加速化を図

ろうという趣旨のもと、1999年にオムロン連携講座

として開設された。

高度情報化社会の進展に伴い、コンピュータネッ

トワークの入口となるセンサは多様化t高度化の一

途を辿り、新しいセンシングに関するニーズも益々

強まっていくものと思われる。本講座においては、

オムロン（株）が実事業の中で培ってきた多様なセン

シングと、NAISTの学術的な研究成果をうまく融合

することで、高度情報化社会に有益な研究成果を生

み出していくことが第一の使命であると考えている。

研究対象は、人間が外界情報の80％以上を視覚から

得ていると言われている点を踏まえ、人間の視覚機

能にとってかわるビジョンセンサを実現するための

画像処理技術の基礎理論と、その実環境への応用

（すなわち多様な外界変動に対してロバストに対応で

きる技術の確立）に注力している。それらの研究成

果は、例えば道路上の車の流れ（通過台数、速度な

ど）を計測する交通流計測用ビジョンセンサなどに

おいて、その性能を飛躍的に向上させるために生か

すことができる。

1999年度に客員教授金山憲司、客員助教授緒方司

郎が着任以来、太陽光がつくりだす陰や雨天路面の

光反射、渋滞による車両の重なりなどの環境変動に

強い交通流計測用ビジョンセンサ実現のための理論

研究が始めらゎた。初年度は、交通流計測用ピジョ

ンセンサに用いられるステレオカメラのキャリブ

レーション（校正）について、屋内の校正用パター

ンから得られる近距離情報と、カメラを屋外に取り

付けた後の道路上の白線・路面マークから得られる

遠距離情報を融合し、校正精度を向上させる手法に

関する基礎研究を主たるテーマとして取り上げた。

またステレオカメラを照明柱などに取り付けた際に、

風や車両通過によって引き起こされるゆれに対して、

そのゆれを予測し補正するモデルに関する理論研究

もこの時期から着手している。2001年磨からは客員

教授緒方司郎、客員助教授諏訪正樹という新しい体

制のもと、屋内外を問わずステレオカメラ共通の技

術課超である対応点マッチングの高精度・高速化問

題に取り組んでいる。交通流計測用に限らず、ピ

ジョンセンサとしての（人間の眼にとってかわる）視覚

ン　グ　講　座

情報処理機能は、原則的にリアルタイム性が要求さ

れる。そこで現在は、このリアルタイム処理実現の

ために従来の対応点マッチング手法が犠牲にしてき

た部分をいかに補うかをテーマに、対応点の輝度関

数情報を保持した新手法の理論構築を進めている。

ところで本講座の歴史は浅く学生数も現在までに

3人と少ないが、それだけに教官と学生のコミュニ

ケーション密度は高く、研究に対する一体感が強い

のが本講座の特色にもなっている。また学生にとっ

ては、大学の研究室では得られにくい企業の実用性

を重視した研究活動に直接触れるだけではなく、そ

の研究成果が論文とともに、工業製品として世の中

に出て行くのを目の当たりにすることが研究のモチ

ベーションを高めているようである。

現在は、京都府長岡京市にあるオムロン（株）中央

研究所を主たる拠点として研究を推進しているが、

2003年度予定の中央研究所の京阪奈地区移転に伴

い、さらに密なる研究体制を敷くことに邁進してい

く予定である。

（文責　諏訪正樹）

圏，，甲．□

交通流計測用ピジョンセンサの実験風景

センサのカメラ部（左〉　と処理部（右）
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コ　ミ　ュ　ニ　ケ　ー　シ　ョ　ン　学　講　座

講　座　名）

コミュニケーション学

（旧講座名：適応システム論）

設置年月日）

平成7年4月1日

研究内容）

適応システム、機械学習、ニューラルネットワーク、進化計算

経験、事例を通して、環境モデル化、認識、行動などを適応的に高めることができるシステムに関する研

究を進める。具体的には、神経計算や進化計算の数理、アルゴリズム、システム論を研究する。

提　携　先）

日本電信電話株式会社

歴代スタッフ）

教　授　中野

教　授　東倉

教　授　菅村

良平

洋一

昇

助教授　上田　修功

人　間・ネ　ッ　ト　ワ　ーク　系　学　講　座

講　座　名）

人間・ネットワーク系学

（旧講座名：人間・機械系学）

設置年月日）

平成7年4月1日

研究内容）

ファジィ・ニューロ・カオス等による非線形処理方式とマルチモグール対話方式との融合によるヒューマ

ン・インターフェース

人と人のコミュニケーションを支援する環境がネットワークの進歩にともない整ってきた。これに対して

ネットワークを介したコミュニケーションを実現する音声・画像符号化伝送、音声・画像認識、通進路制御、

マルチモグールインターフェースの研究を個々の最適化問題として扱うだけでなく、全体を複雑系として実

現していくソフトウェア科学の視点から研究を行う。

提　携　先）

松下電器産業株式会社

歴代スタッフ）

教　授　若見　　昇

教　授　二矢田勝行

教　授　今井　良彦

助教授　平井　　誠

助教授　栄藤　　稔

助教授　魚森　謙也
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ヒ　ュ　ー　マ　ン　・　イ　ン　タ　ー　フ　ェ　ー　ス　講　座

訴　座　名）

ヒューマン・インターフェース

設置年月日）

平成7年4月1日

研究内容）

ビジョンや画像処理をベースとした先進的ヒューマン・インターフェース技術

コンピュータの大衆化に伴ってますます重要になっているヒューマン・インターフェース技術につき研究

を行う。特にビジョンや画像処理をペースとした先進的なヒューマン・インターフェース技術につき研究す

る。

提　携　先）

株式会社富士通研究所

歴代スタッフ）

教　授　森田　修三　　助教授　鳥生　　隆

バ　イ　オ　情　報　学　講　座

講　座　名）

バイオ情報学

設置年月日）

平成12年4月1日

研究内容）

最新の情報技術を活用して、バイオサイエンス研究を支援し、またそこから新しい情報学の研究分野を開

拓する。

提　携　先）

独立行政法人産業技術総合研究所

歴代スタッフ）

教　授　浅井　　潔　　助教授　伊藤　克宣

教　授　諏訪　牧子
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